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うち人が持つ ｢公正 (Justice)｣に対する理由付けや ｢自立性 (Autonomy)｣に向かっ
ての動きに構造的発達を認めた｡彼は､仮想ジレンマを使ってのインタビューで収集し
た様々な ｢道徳的理由付け｣を分析し､そこに6つの異なった構造を持つ理由付けを発










































































































































































































































































































































































いだろうか｡マーク トゥエイン作 ｢ハックルベリー フィンの冒険｣はその例として考
えられる｡
(2)｢畏れ｣の向かう方向へ移行すること-の ｢恐れ｣
ハックの場合に見られるのは､｢畏れ｣によって超越的価値体系の存在に気づき､限界
のある価値体系から抜け出ようとする時起こる ｢恐れ｣である｡この ｢恐れ｣の感情は､
その原因となっている限界のある価値体系から､その限界を超えた別の価値体系に移行
しようとする際､｢現在の価値体系から抜け出たら､罰が与えられるのではないか｣と
いった ｢罰に対する恐怖｣として足かせとなり､より良い価値体系-の移行をはばむ力
となっているものである｡この恐怖はコールバーグの段階では第一段階の道徳理由付け
の一側面として解釈され得るものであろう｡
ハックルベリー･フィンの冒険は､アルコール中毒の父親から､そして､ハックルベ
リーを ｢文明化｣しようと固く決心したコミュニティーの有難迷惑な好意から逃れ､川
下りをする少年ハックの物語である｡ハックは逃亡黒人奴隷のジムと出会い､二人は
いっしょに川下りをすることになる｡二人の間には強い友情の杵が形成されて行く｡し
かし､奴隷をその主人の所有物として扱う文化に育ったハックにとって､逃亡奴隷と
いっしょに旅をするということは､その奴隷の所有者､ワトソン婦人､からジムを盗ん
でいるという罪の意識を起こさせるものであった｡ハックにこの価値体系から発する
｢良心の声｣が行動の選択を迫る｡逃亡奴隷をワトソン婦人から盗んでいるという自覚を
持ったハックはその意識から彼の心に迫り来る罪の意識､神から下されるであろう罰へ
の ｢恐れ｣に震え上がる｡そのような状態から抜け出すために彼がとった方法は祈るこ
とだった｡彼は脆いた｡しかし､祈りの言葉は出てこなかった｡奴隷制度を容認する価
値体系について､ジムとの個別的関係を通して､直感的疑問を抱いている自分の何もか
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も見通している神に対して嘘の祈りをすることはできないことを理解したのだった｡こ
の時のハックにとっての祈りの対象は､奴隷制度を容認する価値体系の中で見出される
｢恐れ｣の神であった｡ハックは奴隷制度を容認する価値体系から外れること､そして､
その結末として下されるであろう罰に対する ｢恐れ｣にしたがって ｢奴隷をその持ち主
に返すべきである｣という道徳判断を下す｡しかし､彼の心は､奴隷制度を容認する価
値体系を超えたところから響いてくる声に反応する ｢畏れ｣によって､奴隷を持ち主に
返すという行為を実行に移すことができないのである｡
奴隷制度を容認する価値体系に逆らうことへの ｢恐れ｣とその価値体系を超えた世界
へ向かう ｢畏れ｣の間に板挟みになったハックは､一つの解決方法を兄い出す｡その解
決方法とは､彼の ｢神｣から罰を受けない行動を示し､同時に､嘘の祈りをする必要も
ない状態になること､すなわち､ワトソン婦人に宛て､ジムの居場所を手紙で知らせる
ことだった｡ハックは短い手紙を書き､それまでの人生で味わったこともないような､
｢良い､罪を洗い流された｣気持ちになる｡この段階で､ハックは直面したジレンマから
解放されたはずであった｡
しかし､手紙を書き終わったハックの脳裏には､それまでジムとともにした時間が記
憶として蘇ってくる｡｢僕が眠り続けられるよう､ジムは喜んで見張りの役を続けてく
れた｡僕が霧の中から､沼から戻ってきたとき､ジムは大喜びしてくれた｣次々とジム
との記憶が蘇ってくる｡ハックは震えていた｡何故ならば､彼は ｢二つのことの間で決
断しなければならなかった｡そして､その決断の結果はこの先永遠に自分に付きまとう
ものであることを知っていたからだ｡｣すなわち､限界のある価値体系の中の ｢神｣に従
いつづけるか､あるいは､ジムを助けることによって､この ｢神｣と永遠の仲違いを持
つか､二者択一の選択に迫られていたのである｡彼は後者を選択し､｢それならば､地獄
にでも堕ちてやる｣と言い､ワトソン婦人への手紙を破り捨てるのである｡この ｢地獄
でも落ちてやる｣というせりふは､これまでの価値体系に従うのをやめることによって
罰を受けることを受諾することを意味しているが､それは ｢畏れ｣が ｢恐れ｣を克服し
た瞬間を表現したせりふでもあるように思われる｡
このようなハックの動きを分析して､セイガン (1988)は一方の道徳性をフロイト的
なエディプス ･コンプレックスの結果として父性から引き継いだ社会規範を行動の基準
にした道徳性と解釈し､去勢恐怖を背景とした罰への恐れを道徳的な動機とみなしてい
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る｡この道徳性はハックがワトソン婦人に手紙を書いて､ジムを彼女のもとに返す手筈
を整えようとした決心のうちに見ることができる｡他方､前者からくる恐れの感情を跳
ね返してジムを助けようと決心した道徳性を､セイガンはギリガン的な母性的ケア-の
道徳性と解釈して､後者を前者に勝ったものとして捉えている｡
一万､2つの価値体系のぶつかり合いという観点に沿って解釈を試みるならば次のよ
うになると考えられるだろう｡ハックのワトソン婦人へジムを返すという決断は､既に
述べたように､彼の持つ当時の社会に流布された価値体系に基づいた理由付けからなさ
れた判断をもとにしている｡これは､セ-ガンのフロイド的解釈と同一のものであろう｡
一方､ハックはこの理由付けが正しいと判断しているにも拘わらず､｢地獄へ落ちる｣行
動を敢えて選ぶのである｡この決断は､超越的価値体系の基本ベクトルの存在を感知し
た彼の ｢直感｣に基づいているのではないだろうか｡
ハックルベリー フィンの物語の文脈に沿って考えれば､ハックの心の中に次のような
一連の動きが起こったと考えられる｡ジムと共に過ごす日々を通じてハックはジムのう
ちにある人格を特別なものとして認識するようになる｡そして､その認識は､ハックに
それまで彼が従っていた奴隷制を容認する価値体系の限界を気づかせ､その価値体系を
超えた超越的価値体系-の魂の動きとして彼の中に ｢畏れ｣の感覚を生む｡奴隷制を容
認する価値体系に従わないことへの ｢恐れ｣にせかされてハックは､一旦は ｢ジムを持
ち主に返すべきである｣という判断を下す｡しかし､その価値体系を超えた方向を示す
｢畏れ｣の感覚は､｢手紙を送る行為を為すべきではない｣という､超越的価値体系の基
本ベクトルに沿った直感的道徳判断を生むのである｡
ハックの生きた時代的文脈を考慮に入れた時､｢逃亡奴隷を持ち主に返さないほうが
よい｣理由は見出しがたい｡なぜならば､｢すべての人間を､『人』としての尊厳を持つ
ものとして尊ぶ｣というような命題はハックを取り巻く価値体系の中では意味を持たな
いからである｡ここで､ラスコーリこコフと同じように､2つの価値体系のぶつかり合
いが起こるのである｡一つの価値体系は人を物として扱うことを容認する限られた価値
体系であり､もう一つは､それよりも広く普遍性を帯びた､｢人｣を ｢人｣として重んじ
る価値体系である｡はじめは､｢恐れ｣にせかされて､狭い価値体系に沿って為すべき行
為を考えたハックは､その限られた価値体系を超越する価値体系の存在を ｢畏れ｣とし
て感知する｡そして､直感に基づいて､みずからの行為を ｢畏れ｣の導くより広い価値
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体系に基づいたものに変更し直すのである｡
ここで､先にあげた第1の疑問に答えることができるように思う｡我々は何らかの価
値体系に基づいて道徳判断を下す｡その価値体系は多くの場合､自分が属する文化に
よって伝えられるものである｡文化に様々な違いがあるように､その文化の育んだ価値
体系も個々の文化に特有な性質を帯びる｡しかし､人間の精神には､｢畏れ｣という感覚
によって感知される､それぞれの文化に固有の特殊部分を超えて普遍的な価値体系を希
求する指向性が潜んでいると考えられる｡また､この ｢畏れ｣の感覚は人間の理性的能
力とは別に存在し､超越的価値体系の中の基本ベクトルを直感的に把握させる力として
も働くのではないかと考えられるのである｡この意味で､｢畏れ｣という精神の傾きは､
固有の文化の中に伝わる価値体系に限界があったり､基本において歪みを持つ体系で
あった場合などに､超越的価値体系の中の基本ベクトルを直感的に把握させることに
よって､その体系から抜け出させ､より良い価値体系に移行する原動力となって働くの
である｡
また､一方で ｢恐れ｣という感覚は､ある場合には､｢畏れ｣が指し示す方向を無視す
ることによって起こり､また､ある場合には逆に ｢畏れ｣が向かう価値体系に移行しよ
うとする動きを阻止し､限界のある価値体系の中に束縛する働きとなって現れるものと
考えられる｡｢畏れ｣を無視する心は､ラスコーリニコフの例に見られるように､(一方
の種類の)｢恐れ｣によって ｢畏れ｣の向かう方向-目をむけさせられ､また､もう一方
で､ハックの場合の様に､｢畏れ｣は直感的に､限界の在る､歪んだ価値体系に ｢(もう
一つの意味での)恐れ｣によって束縛されている魂を解放するのである｡ラスコーリニ
コフとハックの物語は､限られた価値体系と超越的価値体系のぶつかり合いのドラマな
のである｡
ここで､｢畏れ｣の感覚を引き起こす最高善に向かう人間のベクトルに関して､若干の
補足を加える必要があろう｡本稿のこれまでの議論から､この ｢畏れ｣の感覚が指向す
る先にあるものが､キリスト教では､キリストであり､神であることは明らかであろう｡
もしも､このような結論を提示したならば､一つの強い疑問が起こってくるに違いない｡
その疑問とは ｢そのような宗教を信じない者は道徳的な最終目的を持たないのか?｣と
いうものである｡答えを簡単に記しておこう｡即ち､人間は､特定の宗教を持たないと
しても､何者か自分を超越するものに対する希求はあり､その希求のベクトルの先にあ
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るものが具体的なメッセージを発しているか否かに違いはあるものの､その指向性を
持っていることに違いはないのではないだろうか｡宗教離れが起こっている一方､その
代わりとなる超越的存在を常に求め続けているのも人間の特徴のように思われるのであ
る｡
一方､ハックルベリー ･フィンの例でも明らかなように､宗教が必ずしも畏れの感覚
の対象である超越的な存在を我々に提示してくれるものではないことも確かなように思
われる｡宗教教育の場で宗教が生徒指導の道具として使われることは､多くのカトリッ
ク学校で起こっていることであるが､そのような場合､この指導を受ける側の生徒達は
ハックが神を恐れたように宗教を恐れの対象としてみることを学んでしまう｡そして､
それが彼らにとって幸か不幸か俄には決められないことではあるが､ハックとは違って､
神の眼一教師の眼-から逃れることを学んでしまう機会を与える結果になるように思わ
れる｡
物語はこの人間の内にある超越的なものへの希求に具体性を与えるものである｡最後
の項では､この物語の役割についての若干の考察を加えたい｡
8.物語の働き:心理と文化の相互関係の可能性
次に､価値体系と物語の関係について考察しておきたい｡道徳判断が何らかの価値体
系を基盤として為されるということになると､その価値体系を我々はどのようにして獲
得するのであろうか｡本論においては､既に､価値体系は文化によって育まれると述べ
た｡では､その文化が伝える価値体系の媒体となるのは何であろうか｡その役割を担っ
ているものの一つが ｢物語｣であると考えることができるのではないだろうか.物語が
読者に提供する主な要素は ｢価値体系｣と ｢具体的道徳判断のモデル｣であるというこ
とができると考えられるのである｡
物語の中においては登場人物が行為を為す｡彼らの様々な行為は､それが､選択の余
地のないものでない限りは何らかの道徳判断に基づいており､道徳判断はそれが下され
る時､背景にある価値体系によって方向付けがなされる｡従って､読者は､登場人物の
行為を通して､様々な価値体系に触れ､それらを自分のものとして身につけていくので
ある｡では､様々な価値体系のすべてを自分のものとするのかと問うなら､何らかの要
素に基づいて､取捨選択が行われていると考えるべきであろう｡この取捨選択のきっか
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けとなるものが､｢感動｣という要素ではなかろうか｡
もちろん､価値体系に様々な種類があるように､｢感動｣にも様々なものがある｡しか
し､様々な種類の中でも､｢畏れ｣に通じる ｢感動｣は超越的価値体系を希求する人間の
精神の傾きによるものであるように思われる｡読者は､物語の中に､超越的価値体系に
則って為された行為がどれであるかを ｢畏れを伴う感動｣を通じて直感的に喚ぎとるこ
とができると考えて良いのではなかろうか｡｢畏れを伴う感動｣は心の持つ究極の｢憧れ｣
の顕われであり､それは自己の人間としての本来性のベクトルが最終的に向かう先にあ
る何者かへの心入れなのである｡超越的価値体系を具現する物語は畏れを伴って人の心
を震わせる｡そして､その性質がゆえに､それらの物語は長きにわたって語り継がれ､
文化と時代を超えた名作として存続してきたのではなかろうか｡
この過程で注意を要することは､物語を通して価値体系を身につけることは､その価
値体系の性質を知性を通じて｢理解した後に｣起こるのではないということである｡｢感
動｣は ｢なぜ感動したのか｣という ｢原因についての理解｣を必ずしも前提としない｡
実際､特に幼い子供たちが物語を読んで､往々にして ｢なぜかわからないけど感動した｣
という感想を述べるのはこの理由によると考えられる｡先ず､｢感動｣ありき､である｡
感動は感動した対象への興味を起こし､その興味が ｢理解｣を導くのである｡
こう考えてくると､コールズが観察した､理由付け能力が未発達の幼い子供が､その
能力を十分に備えている人間の中にも見出しがたいような崇高な行為を､なぜ為しうる
のかについての説明が可能となってくるだろう｡生まれながらにして､超越的価値体系
をその行為において具現化する登場人物を含む物語に触れる機会が多ければ多いほど､
子供たちは､その登場人物の行為に対する ｢畏れを伴う感動｣とその行為の ｢模倣｣を
通じて､超越的価値体系を身につけ､｢理解｣以前に自らの行為に反映させることができ
るのである｡｢理由付け能力｣を中心として考える道徳性研究の流れは､道徳判断におけ
る ｢理由付け｣の働きを優先する余り､｢理由付け｣に勝って人間の行為を左右する ｢感
動｣｢畏れ｣という要素を見失ってきた｡｢理由付け｣に道徳的な方向性を付加するため
には価値体系が必要である｡しかし､価値体系は､｢感動｣によって､｢理由付け｣以前
に身につくものである｡価値体系はもちろん文化的な条件のもとに形成されているもの
であるので､見方によっては文化相対的な道徳観がその帰着点になってしまう可能性も
ある｡しかしながら､ここに私たちが持つ他者に対する畏れの念とそこから発する感動
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を考慮に入れたとき､文化 と人間の持って生まれた心理の相互関係から道徳性が生まれ
てくるという一つの可能性を見出すことも出来るのではないだろうか｡
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